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通 過 水 の ラベ 質 言式 験

1依 頼 者
株式会社 メイプル・リンク

2検  体
浄水整水装置 「ソリューヴ」 SH― L2型

3 試験概要
検体を給水栓に取り付け,水道水 (東京都渋谷区)を流量 20L/minで 通水した。5分間通水

後に通過水を採水し,水質基準に関する省令 (平成 15年厚生労働省令第 101号 )に示された

15項 目及び トリハロメタン等について試験した。

なお, トリハロメタン等については,検体を取 り外して採水した水道水についても試験

した。

的漱日本食品分析センター
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4 試験結果

結果を表 -1及 び 2に示 した。

表 1 水道法水質基準試験結果

項 目 基準値 結果 検出限界

一般細菌

大腸菌

鉛及びその化合物

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素

亜鉛及びその化合物

鉄及びその化合物

銅及びその化合物

塩化物イオン

蒸発残留物

有機物 (全有機炭素 (TOC)の量 )

pH値

味

臭気

色度

濁度

100以下/mL

検出されない

0.01 mg/L"ス T
10 mg/L"ス

~ド

1.O mg/LルスT
O.3 mg/LルスT
l.O mg/Lルス

~F

200 mg/L芝ス
~F

500 mg/Lιス
~ド

5 mg/LルスT
5.8以 上8.6以下

異常でない

異常でない

5度以下

2度以下

30以下/mL

検出せず

検出せず

0.8 mg/L

検出せず

検出せず

検出せず

6.8 mg/L

98 mg/L

O.4 mg/L

7.7(21℃ )

異常なし

異常なし

1度以下

1度以下

***

***

0.001 mg/L

***

0.005 mg/L

O.03 mg/L

O.01 mg/L

***

***

***

***

***

***

***

***

表-2 試験結果

項 目
結 果

検出限界
通過水 水道水

トリハロメタン*

クロロホルム

ブロモジクロロメタン

ジブロモクロロメタン

ブロモホルム

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

検出せず

0.015 mg/L

O.0090 mg/L

O.0040 mg/L

O.0017 mg/L

検出せず

0.0005 mg/L

O.0005 mg/L

O.0005 mg/L

O.0005 mg/L

O.0005 mg/L

* クロロホルム,ブロモジクロロメタン,ジ ブロモクロロメタン及びブロモホルムの総称

咆秋日本食品分析セ″ 一
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5 試験方法
試験方法を表 3に 示した。

* クロロホルム,ブロモジクロロメタン,ジブロモクロロメタン及びブロモホルムの総称

上以

表 3 試験方法

一般細菌

大腸菌

鉛及びその化合物

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素

亜鉛及びその化合物

鉄及びその化合物

銅及びその化合物

塩化物イオン

蒸発残留物

有機物 (全有機炭素 (TOC)の量 )

pH値

味

臭気

色度

濁度

トリハロメタン*

クロロホルム

ブロモジクロロメタン

ジブロモクロロメタン

ブロモホルム

標準寒天培地法

特定酵素基質培地法

誘導結合プラズマ質量分析法

イオンクロマ トグラフ法

誘導結合プラズマ発光分光分析法

誘導結合プラズマ発光分光分析法

誘導結合プラズマ発光分光分析法

イオンクロマ トグラフ法

重量法

全有機炭素計測定法

ガラス電極法

官能法

官能法

比色法

比濁法

***

ガスクロマトグラフ法

ガスクロマトグラフ法

ガスクロマ トグラフ法

ガスクロマ トグラフ法

詢漱日本食品分析セ″ ―


